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大石嘉•-郎編 .
『日本産 業 :^命 の 研究』上 . ‘

— 確立期日本資本主義'の# 生産ぽ造" ^
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資本主義の論理と歴史を, r宇If理騎丄流に割t)切 

って分析ずる発想に抵抗を感ずるものにとって, また, 

とくに，日朱资本主義《6き史的な現矣^ | #に卵し:た具 

.体的な論理を追求するものにとっては,山由盛太郎氏 

の F H 本資本生義分析J ( U t , '山田*■タ>お』.と略称〉：の 

r再生;̂ •論」的な視角は， 依然ふして,,研究上の問題 

意識に対'fる雖いま引力と力:ゥてV、る。

、勿論，牆 後 も 既 年 の }i 史をもっtと室った現在, 

この山田f分析J の現実的な意味は, かの1930年当 

.時のそれとは大きく変ってV、% 既に戦後改牟を経，

60年代の高度成長'をM じガ，そ(̂ ^’0 本資本主ま化||ニす 

る描造規定(f特殊日本型」) 力ももはや時代的デi：もめに 

なったと見られるにともなゥて，キの対象世界から戦 

後段購がとり除:̂、れ, もっぱらその戦前後陪，すなわ 

，ら戦時に至るま.での発達史過程が残されている,とい 

うのが一般的偵向う 'セある。

そして，こように , 現状:̂ >析とぼ一Jあ:区別された 

為违研究の世界では, 伝 統 ，主としで明治維新 

5̂1の段購までに限られ't：いネこ経?̂ 史7!/至歴史学研あり 

側から, それ以後の産業資本確立, あるいは独占•帝 

ぽ主義段階へ向て，ま問題へめ辕極的なアプーチ 

が行われるようになり, 專門如域別，部門別の広範• 
精如な突証研'先を通じて, 山®  '"分扩むの理論によっ 

て支えられて来た日本資本をこ義の鹿史像は，多くの内 

部的批判や反道, 補足やせも妻け,過去の则梵に見 

られる，単純'明快な図式的なもの.に比べて，力、なり難 

解な錯雑したも©へと変っ.て来ている,。しがし個別実 

fjE研究が進んで,各分野での部分像が微祝的に明確に 

なればなる程, 力、えっす，それらを統一*1̂ ,ま成する 

ビジa ンなり, 問題意識なりが〜要請されズ来る。

b、< して, 日本資本主ま<6発達史研究ほ, 山田 V^r 

析J の諸成来について, とれを, 「宇© 现論J 乃至た大 

め理論J 武i■こ, 超越的に批判し去るのでなく，；どのよ

うにして, 内在的に， し力、も総体的に克服し傳るの 

とぃう大きな課題if抱えていをのでちり,ここにとり 

上'げる書物は，こうした状況を最もよく代表する成果

の 一 つ な の で あ る 。 :
',■ '-
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本書は，はし力tきに迷:ベちれてぃるように,編者大 

右嘉一郎氏を中心に， 日本資:を主義確立期の理論的 

諸問題丄を主たるチーャとして集》:>た *■日本ま業草介 

研究会J (東大社研の任意の挤究勤のメンパニによるIp 

年来の共同挤究の成果が,コソパグトなでまとめら 

れたものでi b oて, ,この研翁の課題は, f■確期にお 

ける日本資本主義の再卑虚構造J の解明，/さあり,そり 

分析の視点として， 際的契機と傳内的要因 r資 

本主義と塊主制/, *'国家<̂:経許的諸隋)汲_|,とぃう•■三 

つの問題連関およびそれら相互の関連の究明」に重点 

.がおかれ.ていた。 ゾ，\

そしで，発表された全体の編別構成及び執筆者ばは 

下の通りで,このうち第六享までが本書に収められて 

い る （第七章以下は，下巻として続刊の予定である），

序 章 課 題 と 方 法 ; .\大，石嘉一*郎

第 章 産 業 ，貧息構造 高 村 直 助
A|Y —Jl .3*̂.-

.金融播造 石 弁 竟 治

第三章 雇業資本(1) 綿業 西 村 ゆ つ

第P3章 産業資;^{2》 網業 石 井 寛 治

第五章 財閥資本 ■ 加藤幸ヨ郎

第六， レ国家資i 佐 藤 昌 郞

第七享 地 主 制 ： 中 村 政 則

第A 章 階 級 構 成 ■

第-^節 日 本 里 プ ル g アジ、-の構成中村政則

第二節労働力群C )構成 大石養-ィP

第九， 恐慌 高 村 it助

第十章 植民地 ; 村 上 勝 彦

(ざ)

まず, 序章に明示された本書の間題意識と分析^^基 

本観点から卑てゆく。 .

ここでは，基本的には山田『分析jiの视点を継威し 

.つつ, しかも, 日本資本ま義の軟前♦戦 後 め 「断絶説丄 

に立って, 問題のfe格を史的分析としてはきり‘と限 

定した上で，0 本 の r库衆年;ftr一産業奪本確立'過程J 

の rぽ生!^it造J .を，資ネ主義的世界体制の発展('市

40(624)
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肯 評.

f 主義への移行):との絡ネ合いめなかで把握する，とい 

う編者の塞本祝烤力;打出されて, そこから, 山田*■分 

析J の視点r おいて欠落していた方法論上め問題点が 

招摘され，ヵぺして，それらが,同時に本書の分析方 

法にっながってゆくことになる。 ，

すなわち, 山田 :*•分析J では，いわゆる *■ぼ生座-論 

や適用(乃至具体化)J がったにしても》鋒進資本主義 

:国としての日本について，それが有効に行われるため 

には, まず，ぽ生?在論の具体イヒにもたて，’特定の媒 

介 損 （例えぱ，廣業資木確]i!：期の比絞史研究をふまえた特殊 

:歴史的规足等）の導人力喊孽である,こと。：また,再生摩 

，過程の具体的ilSftは，社会的分業の編成' 諸部?う間の 

構'成 ( m ：.流通を含む座藥構造から，財政，金®!闕係に及 

ぶ全経済構造）と，さ'らに，レiiククラーゼ間9 関 係 （ど 

.ベに，資本制と地ホ制との相耳ホ存與係のみならすV その相;

.対立関係) :にわめ:ゥて行わるべきでもるとと。 

さ ら 摩 參 ]|#が, 自 ホ な く ，俾得t|^に展開 

される後資キ主義国与U て,,rいわゆる国際!^契機 

め再生産竭程へ内在化J という問壊があり,途業構 

.造ゆ, 肖然，資'易構造との*関連チ、把先られねばならず 

(日本独自の対外き易循環をとり込んだ再生産構造として), 

産業革命による国際的きが，いわゆる■'̂ニ面性J (先 

進国へ(D従属と後進■ぺ侵略) を倉^^ものとしズ解理さ 

れねばならないこと。そレて，さらに,：こうした国際 

，的関速のかで, 産業資本確立避舞において■家ニ政 

靠が果した独自の役割力';再生産過程の媒介的契’# とU  

ての構造，メメュズ;ムの次元セ解明されねぱならない 

<：と （例えば, 最近のf■日傅戦後経営論」に見られるふうに, 

「産業資本の肆☆：=夫皇制国家の確立の不可欠の媒介的契P  

■.となやオこ戦後ま輯策-— 軍備城張•Mmmmfm. m M  
•植民地領有，教育各政策の統-T^Jがii解ぎ3さページ)0 

こ、の_ような方法論 !̂̂な間'題意識が, 山田 "'分析』の 

.理驗（及びそ;fiA踏翦して来た通説) {：を箸レく不足してV、 

た，という反省の上に立って, さらに，.P ネの摩業革, 

命- 産孝資本確立の時期区分の間題力'進理され,通説 

への最近の請批判，(r宇野*段階論J に☆っ大内力代表さ： 

れる見解:と，ホ岛滅雄氏にfまされる.rĵi生的段階論J, ある 

いは, 思i 淳氏めr社会溝成体移行論J〉に対する批判を避 

じて, 山旧 *'分析』の認識を掘り卞ザることにより， 

その歡定が, より豊富な内容を含みっっ, 再確認(され 

ることになり, 具体的な史的分析への基準が示されて 

ゆく であを。 ：

' 以上，序章に述られた編者の見解ニ本書全般の間 

趣視角は, 既に, 同 氏 論 文 TC1本における「摩業資

本確立期」:についズー-:最 通 の r通説」批判の換-时 

一ずJ :(*：社会科学研究J 第le巻4 ,5合併号〉にす、された 

も9 ギ本質的には同じであD , これに関しては,評者 

は，か特てより,.里壁氏のr社会構成体移行論J の観 

点に示跨さ;^っっ，省面の産業資本踏ネ段階における- 

練-^的経をキ薄举の末成熟, 移植近代エ案を®軸とネる 

肖本れ貧労働の社会的福成の限界性をやや誇張して考 

えてい^ のでfcる が （拙箸*■日本中小：t業史論J),その後, 

ま説への方法的♦資証的反省, ぎrしいfe研究の影響等 

っ;t: ,この考えは，現在では, ホ分変ゥており， 

ことに紹介した編者の問題視角そのも<t)Riっいては， 

基本的に異論はなく,むしろわ意を得たと思われる 

点が多V、(例;tぱ，さき0 ゥタラード論の間題-,.贸别博造と 

産業構造を統一*させた再生劇欺造の把握，.さらには，従来の 

「講座派J 天皇制国家論に対する階級偶造論的批判の挽,は等 

〉々。；こうした問題視角によって, すこしかに，通説のぎ 

点が明雄fこなり，，上部構造をも含めた社会構成の総く 

としての認識への播造的枠組みはr ニ段と盤備されて 

ゆくことにはなる。 しかし,,これによっても，_ 本资 

本主義の)潜史像が具体挫をもつには,なお距触がある 

よラに思われる。同じく上部構造にしても，形象化さ 

れた政治的，社会的な支si機 や 政 策 （さらにィデォロ 

ゼ- ），と, 必>ずしも十分に形象化されない社会的意識, 

民衆b 日常的な生活意識（民衆運動‘陪級闘ホの問遇に閲 

連しめ等とは質を興にするのであり， これらを照射. 

する祖魚殺走もまた, -何等力、必耍となるのではない 

か。もっとも，こiうした問題が，通例の構造分析な 

発想，棍角とどのような整合的な閲係に立つことにな 

るのかは, ♦ 後に檢討さるべき課題であろう。

とも务れ, 序章におけるさきの問題視角に合わせて， 

各論的な：寧門分野の領域で，具体的な分析，論証をti 

なヶてゆ.く. が，.第 '草〜第ホ章のめ容.をなすぃ以下,. 

各章につV、て，それぞれが，どのようにその役tlを果 

しているかをてゆくことにする。

，(四)
*' ,. . '■,• ; . ■, ... ., •..>' .-

まず第一‘章では, 明治30年代初頭（資本li-:翁碗なの画 

期を77くす）を中心として， 国際的条件の想定性のもと 

に巧編̂成された産業構造と貿场構造の待殊な構成,，す 

なわち，部門和;5；の閲連において分断的，生密形態に 

おいて與質的* ffi層的な産業溝造と，これに対応して， 

「先進国的なァジ•ァ贸易と:後進® 的な欧米第!^と與 

質のニ局商で描成される分裂的な资恩溝造J (69ペ- ジ)：

，.41(625).
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T兰田学会雑誌丄68卷 7 . 8 号ひ 975年7. 8月)

と力*ポ /-I滴されてゆく関係が，簡潔にまとめちれてお 

り, その限りではとくに間題はなぃ<> ただ，縮者が，

ホ章のなかで，問題視角に関連して言及されでぃた貧 

易循環の問週， すなわち, 名和統氏め肩知の賀き 

r三環節J 論を発展させた水滔知U 氏の新しVく見解と 

その問題点など(紙数の関ぱでその紹^̂ は̂律く，34, 5ぺ•- 

ジ参照) ,肝心な各論の場や, をれfc触れられることな 

く終ってぃるのはどうしたわけ力V 折角問趨提起に 

こたえられてぃないの力M # しまれる。

第二章では，わが国のま業資本確立過程を特徵づけ 

るものとして，他の諸部rt化対する発展の先行‘挫と優 

位性をもつ金融業*^構造につぃて, R 本銀行，普齋後 

行，横浜正金銀行のさつ(i業資本確立fc決定的な役を 

もった）を対象とじボ， これらの現実の括截诚祝が整 

理されてぃる。ここで明らかにされたととほ,との活 

動が, 政府め当树の銀行分業体系の111想レ0^^央銀行ラ普 

通银行（商業銀行)，‘勤業= 典業報行，貯蓄銀行の三第列）と 

乘離し以上の三糖の銀行力もとさ系列のすべでの 

機能を兼業するぼ向をもち, とくに, 普通銀f? (都市 

銀と地方銀行に分化しつ'^もろた）は,当時め戦略的産 

業 部 門 と 親 な 「産業銀行J としての性格,正金银行 

は，さらに，早熟的にも植民地銀转とじてめ役割をも 

见しこうした活動のぽ点に, '日本銀行の精極的な産 

栗金融（K 【l職行を介する）力;あった,とぃう特殊構造 

であった。ここでも, 強ぃて餘をぃうなら重層的 , 

なま業偶造との関係で、,•'在来虚業J * 「小、工業J とレ 

った庇辺部に対J芯する「下級金融機関J の間題が重要 

であると思われるにも拘らず,それが分辦对象から外 

されたととであもう。

第二章は，産藥資本を代-まする綿妨績業の後立過程 

(路-號資木段階から独占液成期に力、けて〉と，とれと’め構造 

的139速における綿纖物業傲厳資本の!隋綠プff及ひ'在来綿 

織物の展開の特質が取ひ扱われており, 全体とし 

て慨説的ながら, 最近め研うれ果をふまえで,とくに 

市场構造の解明に力点がおかれてぃるようである。;

とりわけ，綿織物業の® 開竭程’にぉける市填構造に 

つぃて，明治30年代め妨纖会社の•兼営換ギPが在来棘織 

物業とぃかなる関係におったかは,確立期や痛清歡 

m  ‘遊業構;& の認識K1/とってIS-要な間題セあるが，と 

とや，既在の見解が，やや概念めな推定に節ってぃる 

A*えが檢討.批刺され（ここで，評おの見解一nj木中小

ェ 第 史 論 •I-一 も と り 上 げ ら れ て い ね ぐ と  < に， 166ページ

(y：18)),助扭资木の支配条件（線短による綿糸の供給制 

阪と视糸流® ルートの独【》_她ま??1!をほ景とした糸fiiiiの動向）

や，綿布め種劍IJ内外市場め実諷的考察を通じて,兼 

営 織 亦 の な る も の の 解 趣 の 木 ；ifeliさが撞摘さ 

れ で い る く だ り と に 説 得 的 で 感 服 に す る シ  

まだ, 在来綿織物室の:！::♦イ匕= 力織機化におけるr~F 

からJ の生jgg者型の実在挫め問题tこ関しても,知矣 

郡白木綿J 6 資料等によらて，•評者の推定的な顏ま化. 

め試ポdU掲拙箸)ヵ壤証に掘り下げられ"tおり(163,

4ぺ こ り 点 ' おまさに向後の感がもるV  :

第四享では, これもま業資本め"-まをなす製糸業乃 

室ま糸業の確立過程と，とれとの関連fcおける綿織物 

業 の 開 が ，その內容をなす0 これは，同じ執誉者e  

よる既判の労作（石# 觉沿《•日本遊糸業史分讲J 1972年, 

東大出版会刊〉の部分的要約ともいえをりで,：詳細に檢 

討するとなれぱそれよるべきであるが，要するに*. 

その分折成果め大きな特徵は, 明治30年代に座綴製糸 

をぜ倒して展開する器械寒糸案が，それ自体マユュ段- 

階特W の資本ニ'貧労袖関係を維持.固定化しっっ，ま 

養資本としてめ貧労働支配を確立する（製★女工の「等 

級貧金i j ) という特殊性であり,‘ しかも，それが,養 

香農家を底辺としfig屋資本 (r壳込トぶ崖」)ぺめ従属ネ 

通じて財閥き本{；こつながり, その頂点には,日本銀 

行 ‘ iE盛銀行o i (策的金融があるレといった重膚な 

编済構造を?^成じた過崔が明らかにされたととでもる 

そ b て, このようにi さきの能績業とは資を異する 

製糸業の場合,各ま地め機業家との関連を把えるにを 

たゥては, その間(^4在する生茶商め换軸が絶大であ 

る点がら, いわゆるr近代的マニユ』，r近代的家内労 

働」'め間題も，やばウ輪殊白本的な® 解が必妻なめて，

:もろう。 ’ .,
第Ji-享では, 産業資本€>離立遍程に お̂いて， 銀行 

業 ,商業，fi；山寨等の分野を中心Ki支SB力をもゥた財 

閥資本め資本蓄續様式のま塞が迫求されている。寒す 

るに，元来,.脚 ^ として「前期的J な性格をもってい 

お貨敝取扱資本ならびに商品取取資本力V 官業仏下げ 

以後, 自ら敏碱第という産業基盤をもち(ま衆資本化), 

綿紘績集ヵ银開.確立ズネるのに対応して, r近代 

的J 銀待資本 ,「近代的J 商業資本へとis晴転ぎと  

け, これらカレ体となっズ財閥資本力:成立する, とい， 

う説明で、あるが,'このカッコつ♦きめ近代化cp.意 味 m  

木菩放の様式におけるrニ而件，の問照—— 268ページ)，に'0  

いては，必ずといってよい程，譲論が出るところであ 

ろう。同じ過程を，いわゆるr段階論J をもって類望 

的に盤211した柴ぽ説（架お和夫nn本金融資本分析J 1%5； 

イド， 大IM版会刊〉への何等かの言及が，ここで必耍か、
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書 評

と思われる。

第ポ享では，陸海?!?工廠と货営製鉄所とを対条とし 
て, それぞれの国家資本としての賤開が， 日本の産業 
資本確立の不可欠の一環をなしている関係が, 再生産 , 

構造の分析を通じて明らかにされていを。 この間題が, 

inm 『分析J の 「軍事機構ニキイ産策！なる先駆的規 
定以来，余り掘り下げられていなかったととを思えぱ, 

この論文の研究上の意義は大きいといえる。内容の詳 
細に触れられなくて遣憾である力V なかでも' , 再召:i產 
構-造にぉける国家資本内部の矛盾，国家資本相互の速 
% さらに民間資本と.の迹関の分析など，極めてュニ 
一クなものが感じられる。 この国家資本々ク:ラドの 
♦ 体 系 (財政‘ 金融等の側面をも合めて) の構造的位嵐ら* 

けが本格的5■と行われるならば,日本資本主義のゥクラ 
一ド論的認識は, 飛躍的に高まるであろう。

以上,:本til金伴を® 観して, 各論© 内容は，何れも, 

華本昨^样で碑  ̂7^章 !^ぉける間题视ま^よく焦点を 

合せた摘別♦具体的研究なっていると思う。ぐも拘 

わらず，序章におサる編者の間題提示が,'各論に対し 

ズ; いわぽ頭頂fiis大的な印象を愛ける0 は, さらに！！ 

要なチムプを数多く章んだ第七章以下の下巻の内容r  

接しセいないめでおろう力、。続刊が期待される次第， 

タネを。なお，，評者の無理解にもとづく高望みが少な 

くなかった;6、も知れないが，編箸者のご寛恕をぉ願い 

する。(1975年6月, 東京ネ学出版会〒y)

尾 城 太 郎 丸 （経済学部教授)，

H . タイル著

『消 費 者 需 要 め 理 論 と 計 測 J1第 1 卷

Henri Theil, Theory and Measurement 

'' ' of Consumer Demand, Volume 1

North-Holland Publishing Company, 1975

t，l，_散経済学の分析手法に関する書物は数多くあるが, 

消費者需要，/jA産者お:)#が)理論という微視的経済理論 

の分辟において，理論と突証の両者を総合的に解説し 

た成書は少ない。 ’

な• ノメトリクスの分析手法のみ知ってもま評分析 

へ族ちにA っていけないし，理論のみ実訪1分街と遊舟長 

した形で述ぺられても同後である。資許:分析をいかに

して進めていく力、はノゥ，ハクであるから; 简iiiに成:‘、 

書にするわげにはいかないと片付けることはをりtごも 

安易であろう。. ..

をういう意味で本書の出版は喜ばしい6 題fiほシ 

ルツの大箸『雷要の理論と計測』（1938)を想起させる，

n

本書は計S 経済学のコースにおいて，微視的経済瑞> 

論の分里fにおける統計的推測法の応用として，消費者 

需要をあ'0 かってきたこれまで0 成果をまとめたもの 

である。金 2巻より成るこの成果の第1巻が本害であ. 

る。

全体が6 ら携成されを本書は2 部にわかれ,，第 

1 章から第4 ままでめ消費者需要めM 論 （タィルほ身の' 

言葉を借りれぱデータ解析に有用でもる坪.論)をあつかって 

いるのが1 部, 2 部は第4 章:以降であり， 1 部で述べ 

たキデルの計溯をあ'0 力、づている。そ、しセそれギれの' 

部に半分ずつべ一ジ数カ嘲かれている。

m

第ユ赛効用理論においては，スルツキー方程式の導 

出とだ説が丰である；ここでは,■総代替効果を特定代 

替効呆（所得の効用力♦、不変となるような名P1の補债所得 

変化を伴う） と一般代替効果（所得の限界効用が不変とな 

るような爽質の補ぬ所得变化を伴う）に分けて解説してレV 

る。また各財への卞算割当力格劇匕，所得変化によ 

っていかに变化するかの分析がなされている。

第 2 章は， P ッチルダムモデルの解説である。ロ、ン 

チルダムモデルとは★のよ:う'なモデルセある。
n n

ニ/UiDQt + 2  Wj(D?jy{-2 likDpki)+ eむ.，
，J —1-.，，..■ . k '-̂X .園、

ここで，'.， .

i-i +Wit
Wir 2 (i M への平均予算割当）

wu=PiiQitlmt Cイ財への予資-割当〉

Qit~ i財の需耍量

Vit~ " の制格.,..，'.‘.

Dqu ==log qu— log qt, <. j 
， »

DQt=-J：iwuDqu (突W所得の対数恋化）

携乱項 .

こ<pキデルにおいてゃi の変化に対する特走代替効果

は.叫,.デ般化替効果は 一(iUi+ •.....+ uu) UJ~
，によ，ゥて示されるから，Ttij-Vij-T^UiU)とするとV.:こ.，.

,43(^27)


